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～3万 5,000ドル）は 2014年に約 1億世帯と 2000年から 7割増えた。2015年 9月 22日に発表されたアジア開
発銀行の経済見通しで、主要国のなかでベトナムだけが上方修正され、中国への経済依存度が下がるなか、2015








勢いで伸びている。さらに 2011年には、2,004兆ドン（約 977億ドル）で前年比 24.2％と高い伸びを記録した（た





















の 23％を占めるホーチミン市 11)でさえも近代的小売商の比率は30％程度といわれている 12)。周辺諸国（シンガポ
ール、マレーシア、タイ、フィリピン、インドシア）に比べても低い方である。ベトナムの国民一人が食品や飲料

































































ら参入し、ホーチミン市を中心に 2016年 4月末現在、それぞれ 8店と 3店を、全国ではそれぞれ 32店と 19店を




ドイツからのメトロは 2002年からキャッシュ＆キャリー（Cash & Carry、以下、C&C）業態をもってベトナ




ーマートと別れた後、店舗名称もBマート（B’s Mart）に変更し 17)、2016年 4月末現在、129店を展開している。 
韓国系のロッテマートは 2008年に開店したホーチミン市内のみに 2店舗展開して以来、2016年 4月末現在 14
店舗を展開している。最近では、2011年に香港系のジャイアントがホーチミン市内に 1号店を出店したが、その
後新規店舗の開発には力を入れず、2016 年 4 月末現在でも 1 店舗にとどまっている。日系では、イオンが 2011















出した。2015年 2月期の東南アジアと中国の合計売上高は前期から 2割伸び、初めて 5,000億円を突破した。中
国事業は、電子商取引を含め競争激化で営業赤字であるが、東南アジア事業は 233億円の営業黒字で、売上高営業





















えば、2015年 10月に開店したハノイ 1号店もそうである。古い建物と狭い道が多いハノイ市中心部から車で 20
分離れているイオンのハノイ 1号店「イオンモール・ロンビエン（Aeon Mall Long Bien）」は、総合スーパーに
加え、遊園地、10スクリーンの複合映画館、フィットネスクラブなど物販以外も充実している。それに続き、2016
年夏にはホーチミン市に 4号店を開業する予定である 26)。2014年 1月にホーチミン市郊外に開業したベトナム 1
号店のショッピングセンター「イオンモール・タンフーセラドン（Aeon Mall Tan Phu Celadon）」には、初日に
15万人が押し寄せてきて、2013年に千葉市の日本本社そばで開いた 5倍の規模の旗艦ショッピングセンターの初







売上高構成比は 6対 4で、日本のイオンモール（3対 7）とは正反対の結果を見せてくれる。イオン・ベトナムが






韓国のスーパー大手、Eマート(E・MART)は 2015年 12月に 6,000万ドルを投じてホーチミン市ゴバップ（Go 
Vap）地域にベトナム 1号店を開設した。この地域は半径10km以内にロッテマート 3店舗がすでに定着しており
29)、イオンの 4号店が出店する予定の激戦地である。Eマートより 7年前（2008年 12月）に進出した韓国のロッ
テマートは 2015年 12月現在 11店に達している 30)。ロッテマートは現在、中国、インドネシア、ベトナム海外 3
ヶ国に進出し、韓国小売業の中で最も活発な海外事業を展開している。特に、07年 12月中国 マクロ（Makro）、 
08年 10月インドネシア・マクロ、 09年 10月中国 タイムズ（TIMES）を買収し、現地市場での出店スピード
を上げている 31)。 
ロッテ・ベトナム・ショッピングは、ロッテマートとベトナム現地企業の「ミンバン社（Minh Van Private 
Enterprise）」が 8対 2で設立した合弁会社で、2011年増資決定で資本金を 6,500万ドルに増やした 32)。政府から
の許可遅延でそれまでに 2店舗しか出店していなかったが、増資で事業拡大に拍車をかけるようになった。 
ベトナム 1号店は、ホーチミン市 7区にある新興開発地域、フーミーフン（Phu My Hung）地区に位置してい
る南サイゴン店である。同商圏内には外国人が多く居住しており、近代的商業施設に対するニーズが高い 33)。1号
店を開店してから2年ぶりの2010年7月、ホーチミン市11区の新興商圏に位置している25層の住商複合ビル「エ
バーリッチプラザ（Everich Plaza）」に 1万 2,000㎡規模でベトナム 2号店フート（Phu Tho）を展開した 34)。こ
の地域は人口220万人の内、30代以下の若者層が40%を占めているほど、潜在的需要が多い場所といわれている。
全体商品の約 5万品目の内 95%をベトナム現地企業から調達しており 35)、早寝・早起きしている現地人の生活パ
ターンを考慮し営業時間を午前8時～午後 22時までにし、現地人の主な交通手段であるバイクの専門売場および
バイク専用駐車場やヘルメット保管所など、商品構成や営業時間、売場構成についても徹底的に現地化を図ってい
る 36)。ロッテは 2012年 10月に現地のパートナー企業、ミンバン社から株を完全取得し、新規店舗出店を積極的
に展開しようとしている 37)。 











に 6店舗をもっているロッテマートは、2013年総売上が 1,000億ウォン（約 8,400万ドル）を突破し、前年対比
売上伸び率も 55％を上回る 40)など、好業績をあげている。  
その勢いでロッテは、2014 年 3 月に首都ハノイに初めて上陸し、ランドマークの一つであるミペックタワー
（Mipec Tower）の 1～4階に 7号店「ドンダ（Dong Da）」店を展開した 41)。これでロッテマートは、南部のホー
チミン市から中部のダナン市、そして北部のハノイ市まで全域にまたがる全国チェーンとなった。それは 2005年











いる 46)。ロッテマートは、同年11月にバリアブンタウ（Ba Ria Vung Tau）省の南東部に位置するリゾート地ブ
ンタウ（Vung Tau）店を、12月に第 10号店をホーチミン市のタンビン（Tan Binh）区に構えることで、2014
年の 1年間 4店舗を新規出店した 47)。とりわけ、タンビン店には韓国中小企業庁と中小企業新興公団が一緒になっ
て、約 123 ㎡規模の中小企業商品の専用売場「K・ヒットプラザ（K-HIT PLAZA）」をつくりあげた。それは韓
国中小企業の販路拡大に大きく貢献している 48)。また、同年 12月には韓越自由貿易協定が結ばれ、韓国産農産物
の販路拡大にも力がいれられている 49)。ロッテマートは、2015年 10月にベトナム南部のカント （ーCan Tho）市








品を主に取り扱うのが特徴である 50)。スーパーでは全国で、2016年 4月末現在、83店舗 51)を展開しているコープ
マートが 2008年 12月には生鮮コンビニ業態のコープフードを展開し、2015年 6月時点、89店舗 52)を展開して
いる。同社は、1989年に設立されたホーチミン市貿易協同組合「Saigon Co.op」によるが、まず、1996年にスー
パーを、2010年にはHTV Co.opというテレビショッピングを開始した。2013年にはシンガポールのNTUCフ













構えた米国系のサークル Kが、2016年 4月末現在、それぞれ 104店、148店を展開するなど、ここ数年で店舗
数を急速に伸ばしている。 
 








サークルK 138 10 148 
Bマート 129 0 129 
ビンマート+（VinMart+） 66 52 118 
ショップ・アンド・ゴ  ー 84 20 104 
コープフード 89 0  89＊ 
サトラフーズ 78 0 78 
ファミリマート 65 0 65 
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会社と組んで 2011年に進出したが、出店が進まず 2015年 2月にフランチャイズ契約を解消した経験がある。現
在、ベトナムの大手食品卸などを傘下に持つ双日と組み、事業を仕切りなおしている 56)。双日は 2012年に現地の
大手食品卸フン・トゥイ・マニュファクチャー・サービス・トレーディング（Huong Thuy Manufacture Service 


















グモールを次々に出店している。ビングループ（Vin Group）のビンコムセンターが 2009年 8月、ハノイ市に 1










ベトナムの家電小売市場は 2014年現在約 6,500億円で、日本の約 1割弱であり、依然として家電普及率は他の
アジア諸国に比べて低い 64)。しかし、今後需要拡大が期待できる市場であることは間違いない。家電量販店では、
近年店舗を拡大している地元企業のグエンキムが 2016年 4月末現在 23店を構えている。 
地元の量販店に加え、不動産最大手のビングループなど異業種からも参入し、日本やタイなど海外からも進出し
てきている。ビングループは 2014年秋に地元スーパーを買収したのに続き、家電量販店のビンプロ＋を自社のモ
ール内に開業するほか、モール外にも出店している。2016年 3月末時点で 112店 65)をベトナム国内に出店し、店
舗数で一気に首位に躍り出た 66)。 
ベトナム最大手の家電量販店グエンキムは 2015年 1月にタイの小売大手セントラル・グループが株式の 49%を
取得した。日系の家電量販店ノジマも 2015年 10月にハノイにあるイオンのショッピングセンターに 1号店を開
いた。店舗名はチャンアイン・デジタルワルド（Tran Anh Degital World）とノジマを組み合わせ、「チャンアイ












表 3. ベトナムの家電量販市場 
店舗名 店舗数 
ビンプロ+ 112 




メディアマート（Media Mart） 22 































図 2. Vin Groupの組織図 
（2014年版）』に基づき筆者作成 
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